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現
在
、
本
市
の
国
民
健

康
保
険
に
お
い
て
は
、
年

々
医
療
費
が
増
大
し
、
歳

出
と
歳
入
に
多
額
の
隔
た

り
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の

不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
そ
の
他
繰
入
金

に
よ
り
補
っ
て
い
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況

の
下
、
平
成
30
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
制
度
は
広

域
化
さ
れ
、
県
と
共
同
運

営
と
な
り
、
県
は
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

医
療
給
付
に
必
要
な
資
金

を
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。

一
方
、
市
は
保
険
税
を
賦

課
徴
収
し
、
県
が
算
定
す

る
国
保
事
業
納
付
金
を
県

に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
広
域
化
に
際

し
て
は
国
の
基
本
方
針
と

し
て
、
法
定
外
そ
の
他
繰

入
金
に
つ
い
て
は
、
削
減
・

解
消
し
て
い
く
こ
と
も
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
戸
田
市
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
か
ら
、
今

後
の
本
市
の
国
民
健
康
保

険
税
の
在
り
方
に
つ
い
て

提
出
さ
れ
た
答
申
に
基
づ

き
、
戸
田
市
国
民
健
康
保

険
税
の
改
正
を
提
案
す
る

も
の
で
す
。

改
正
内
容
は
、
基
礎
課

税
分
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
分
、
介
護
納
付
金
分

12
月
定
例
会
は
11
月
22
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
24
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
提
出
さ
れ
た
27
件
の
議
案
等
を
、

い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
４
議

案
に
対
し
延
べ
８
人
の
議
員
が
質
疑
し
、
議
案
１
件
お
よ

び
請
願
１
件
に
対
し
、
延
べ
４
人
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

所
得
割
率
、
均
等
割
額
、

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

を
行
う
も
の
で
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
、
本
市
の
試

算
に
お
け
る
１
人
当
た
り

の
保
険
税
調
定
額
は
、
年

額
平
均
で
１
万
３
７
６
０

円
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

改
正
条
例
の
施
行
期
日

は
平
成
30
年
４
月
１
日
で

す
。

質　
疑

Ｑ

成
30
年
度
の
被
保

険
者
数
お
よ
び
法

定
外
繰
入
額
の
見
込
み

は
。

Ａ
　
一
般
被
保
険
者
数
を
、

県
の
第
３
回
目
試
算
で

は
３
万
７
８
４
人
で
見

込
ん
で
お
り
、
第
４
回

目
の
試
算
で
は
、
平
成

30
年
度
推
計
と
な
り
、

２
万
８
８
４
５
人
で
、

３
回
目
試
算
と
比
較
し

１
９
３
９
人
の
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
　

法
定
外
繰
入
額
の
見

込
み
に
つ
い
て
は
、
税

率
の
改
定
、
被
保
険
者

数
の
減
少
、
お
よ
び
そ

れ
に
伴
う
医
療
費
総
額

の
減
少
、
公
費
等
に
よ

り
、
平
成
30
年
度
は
12

億
円
程
度
の
法
定
外
繰

り
入
れ
が
見
込
ま
れ
る
。

平
成
29
年
度
の
決
算
見

込
み
が
17
億
５
千
万
円

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
約

５
億
５
千
万
円
程
度
の

減
額
と
算
出
し
て
い
る
。

《
結
果
》
原
案
可
決

（
賛
成 
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対 

反
対 

４)

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

上
部
公
園
の
全
面
供
用
開

始
に
伴
い
、
新
た
に
設
置

す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

有
料
の
公
園
施
設
と
し
て

位
置
付
け
る
た
め
改
正
す

る
も
の
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は「
１
回
３
０
０
円
」、

「
半
日
５
０
０
円
」、「
１
日

９
０
０
円
」、
付
属
設
備
と

し
て
「
シ
ャ
ワ
ー
室
１
回

１
０
０
円
」、「
更
衣
ロ
ッ

カ
ー
１
個
10
円
」
を
加
え

る
も
の
で
す
。

施
行
は
、
平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
で
す
。

質　
疑

Ｑ

の
よ
う
な
基
準
で

金
額
設
定
を
行
っ

た
の
か
。

Ａ
　
受
益
者
負
担
見
直
し

方
針
に
の
っ
と
り
、
１

人
当
た
り
の
原
価
か
ら

負
担
割
合
を
考
慮
し
て

算
定
す
る
と
、
１
人
１

日
１
１
５
５
円
に
な
る

が
、
周
辺
自
治
体
な
ど

の
類
似
施
設
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
競
争

国
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教
育
委
員
会
委
員

一
般
質
問

一
般
質
問

主
な
議
案

平

ど

国民健康保険税条例
一部改正案を可決

ま
た
、
４
日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
17
人
の
議

員
が
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
議

員
提
出
議
案(

意
見
書)

１
件
、
委
員
会
提
出
議
案(

条

例
の
一
部
改
正)

１
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
を

し
ま
し
た
。

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

姉
妹
都
市
訪
問
代
表
団
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花井　伸子 議員

国県の動向も定まらない。
条例改正は見直すべき

本条例改正の影響は、平均１万３千円と
のことだが、所得２００万４千円の夫婦２人
子ども１人、３人家族モデル世帯で、年間約
４万円の引き上げとなる。市は一般会計から
の法定外繰入金が戸田市財政を圧迫している
と言っているが、こうした原因を招いたのは
国庫負担の削減であり、住民３割の国保加入
世帯の命と暮らしを支えてきたのが市の法定
外繰り入れではないか。平成２８年度の滞納
世帯の約８割は所得２００万円以下の低所得
者世帯である。国保加入者の保険料は所得の
約１割を占めており、他の保険と比較しても、
保険料の所得に占める割合は最も高い。定年
退職すると、その多くは国民健康保険の被保
険者となる。本来、国保は社会保険であり、
国が責任を持って援助することは当然である。
高過ぎる国保税を抜本的に解決し、国民皆保
険制度を維持するためには、国庫負担を以前
の医療費総額の45％に戻すこと、また、埼
玉県へ財政的支援の強化を求めるとともに、
市は国保加入者の生活を壊すことなく、命と
健康を守るため十分な財政的支援を続けるこ
とが必要。市の法定外繰り入れは、平成３０
年度、約５億５千万円激減するとのことだが、
今でさえ高い国保税がさらに増え、一層滞納
者が増えることが懸念される。県内他自治体
は、県の条例制定を待ってという状況。今後
の国県の動向も定まらない中での本条例改正
は見直すべきである。

賛
成 討

論　
国
保
税
条
例
改
正

伊東　秀浩 議員

執行部の判断は妥当

国民健康保険制度の加入者は退職者や年
金受給者など低所得の方が多く、加入者数は
減少しているものの、高齢化や医療の高度化
により、１人当たりの医療費は伸びている。
こうした中、制度運営の安定化のため、

平成30年度から都道府県が財政運営の責任
主体となり、市町村との広域運営が開始され
る。
本市の国民健康保険においても、医療費

の伸びなどによる歳入不足に対し、多額の
「一般会計からの法定外繰り入れ」が行われ
ている。その結果、現行の保険税率は抑制さ
れてはいるものの、これまでの県の試算によ
る税率とは大きな差が生じており、広域化を
契機に制度見直しが必要な状況となっている。
「一般会計からの法定外繰り入れ」につ

いては、その原資に国保加入者以外の方から
の税金が含まれることなどから、税の公平性
の観点から問題がある。
本改正は、低所得者への配慮として、均

等割額よりも所得割額に比重を置く内容とな
っており、また、今議会への上程は、平成
30年４月以降の課税に対して、国保加入者
の方への十分な周知期間を考慮したものであ
る。
県との広域化を控えた今、本市の国保財

政の健全化を図り、国民健康保険税の税率改
正を行うという執行部の判断は、総合的に鑑
み、妥当であると考え、賛成討論とする。

反
対

12月
定例会
12月
定例会

平成29年

11月22日～
　　12月15日

力
を
発
揮
で
き
る
料
金

と
し
て
１
人
１
日
９
０

０
円
を
提
案
し
た
。

Ｑ

用
者
数
と
使
用
料

収
入
の
見
込
み
は
。

Ａ
　
年
間
利
用
者
数
、
約

２
万
６
千
人
、
年
間
使

用
料
収
入
を
２
３
４
０

万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ

ャ
ワ
ー
室
と
更
衣

ロ
ッ
カ
ー
の
数
は
。

Ａ
　
シ
ャ
ワ
ー
室
は
男
女
、

各
２
台
、
更
衣
ロ
ッ
カ

ー
は
男
女
、
各
36
台
。
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土
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《
結
果
》
い
ず
れ
も
同
意

(

全
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一
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タ
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上
部
公
園
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場


